
授業記録 

授業日時 平成 26 年 1 月 7 日（火） 第 5 限 学部・学年 中学部 2 年 

教科・単元など 国語 「立場と根拠を明確にして書こう」 

単元・題材の目標 
あるテーマに対し，自分の立場を決め，それを支える根拠を挙げ，最後に構

成を工夫し意見文を書く。 

授業場所 
■本校 □国立 □府立 □京大 □二赤

■普通教室 □PC 教室 □特別教室〔  〕 □体育館 □その他〔  〕 

授業タイプ 
□クラス共有 □グループ共有 □遠隔 □制作 □交流 □収集

■習熟 □その他〔 〕 

ICT 活用の場面 □導入 ■展開 ■まとめ

ICT の活用者 □教員のみ □児童生徒のみ □教員・児童生徒とも

IWB・PC の活用 

教員の活用 ■有り □無し 児童生徒の活用 □有り ■無し 
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TPC の活用 

教員の活用 □有り ■無し 児童生徒の活用 ■有り □無し 
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協働教育 AP 活用 

□利用なし

□①画面操作転送 □②ロック機能 □③画面共有    Skymenu 

■④資料共有 ■⑤資料の協働編集 □⑥アドバイス機能 コラボノート 

その他活用機器 

■利用なし

□⑨プロジェクタ  □⑩実物投影機（OHC・書画カメラ） 

□⑪ビデオカメラ  □⑫デジタルカメラ □⑬プリンター 

□⑭インターネット □⑮CD-ROM   □⑯DVD-ROM 

□⑰その他〔   〕 

活用コンテンツ コラボノート 

ICT 支援員の支援 □フル支援 ■ポイント支援

【授業の流れ】 

指導内容 指導ツール 

展 開 
コラボノートのテンプレートに，例を参考にして、意見文を

書く。 

IWB，TPC 

コラボノート 

【備考】 

コラボノートには入力した文字数をカウントする機能はないため，文字数の定められた説明文を書く学習を

する際には不向きとなる。そのために，文字数の目印付きのテキストエリアを作成し，そこに決まった文字

サイズでタイプすれば入力した文字数が分かるノートを工夫した。 

目印はすべて固定部品として，移動や編集ができないよう完全ロックを施し，テキストエリアも文字入力以

外できないようにロックしている。 



【画像による記録】 

画像 説明 

 

テーマは「携帯電話は中学生に必要か

否か？」 

まずはこのページで携帯電話を持って

いる場合と持っていない場合の良い

点，悪い点を自分なりに考えて挙げて

いく。 

 

２ページ目。 

このページで自分の立場を決める。 

決めた立場に従って根拠を考えて書き

込む。 

加えて予想される反論も考えておき，反

論への意見も考えておく。 

 

最後のページ（３ページ目）。 

500 文字以内で意見文を書き込む。 

（写真は作成途中） 

テキストエリアに文字数の目印を付け

ている。 

 


